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黒松内町には子ども会が9つあります。各子ども会で独自に行事を開催し、 地域

で子どもたちの交流の揚を提供しています。社会福祉協議会では子ども会の活動を

応援しています。

地域に子どちの人数が増えてきた！子どもたちを集めて伺か行事をやってみた

い！という方！

あな－乏の地域主志子Jどち会乏立ち上げ主みませ＆D＼？ー

子ども会で楽しもう

詳細は社会福祉協議会（担当：塚本〉まで。

習
日赤黒松内分区からのお知らせ

（ネパール地震救援金の受付について）
（ 

日
本
赤
十
字
社
で
は
、

5

月
を
社
員
増
強
強
化
月
間
と

し
て
、
全
国

一
斉
に
募
金
活

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
各
地

区
募
金
委
員
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
募
金
運

動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
運
動
に
よ
っ
て
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
社
資
（
募

金
）
に
よ
り
、
国
内
外
に
わ

た
る
災
害
毅
援
活
動
を
は
じ

め
、
血
液
事
業
、
医
療
事
業
、

命
と
健
康
を
守
る
講
習
会
な

ど
の
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

平
成
幻
年

4
月
お
目
、
ネ

パ
ー
ル
の
首
都
力
ト
マ
ン
ズ

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
市
の
地

震
が
発
生
し
、

死
者
が
3
干

3
百
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

ネ
パ
l
ル
で
の
毅
援
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
下
記
に

よ
り
救
援
金
の
受
伺
を
開
始

し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毅援金名称「2015年ネパール地震救援金」
募集期間平成27年7月31日（金）まで

①．郵便振替による送金（振込手数料免除）
口座番号： 00110-2-5606 
加入者名：日本赤十字社
※通信欄に 「2015年ネパール地震」と明記して下さい。
※郵便局窓口での取り扱いの揚合、振込手数料は無料です。
※東日本大震災義援金と違い、半券は免税証明書として使用できませんのでご注意
下さい。

※受領証希望される方は、その旨を通信欄に記載してください。後目、日赤本社から
送付されます。

日赤黒松内分区事務局（社協内）までご持参ください。②． 
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集
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と
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出
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ど
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ど
。

あ
た
ら
し
い
こ

と
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め
て
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関
わ
ら
な
い
人
と

の
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流
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む

も
よ
し
、
外
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出
て

自
然
と
触
れ
合
う

ち
よ
し
。

そ
し
て
、
山
菜
採

り
に
は
く
れ
ぐ
れ

も
気
を
白
け
て
く

だ
さ
い
。

私
ち
重
山
に
返

っ
て
、
久
し
ぶ
り
の

ピ
ク

ニ
ッ
ク
へ
行

き
た
い
で
す
ね
！
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（地域包括支援センターってどんなところ？（
みなさんがいつまでち健やかに住み慣れた地域で生活していけるよう、

地域包括支援センターを積極的にご利用ください ！

CJc・・・,Q0. ？.~＇？(p ... A. ob". θ 只？？σo.. 。ーや CJc・ ・ ,Q 0. ？.~＇？(p ••. A • ob. • －θ r～り．．．。。
地域包括支援センターは、高齢者の総合的な生活支援の相談窓口として、介護保隙j去に基づいて全市
町村に設置されだ機関です。地域で暮らす高齢者のみなさんが住み慣れた地域で安／~＼して暮らせるよ
うに、福祉・介護・保健 ・医療などの様々な面から総合的に支えるために、主任介護支援専門員 ・保健
師・社会福祉士等の専門職が配置されています。

黒松内町では、社会福祉協議会が町より委託を受けて、主任
介護支援専門員と社会福祉土の2名体制で業務を行なってい
ます。具体的には、町内の介護 ・医療 ・福祉等の関係機関と協
力レて、地域のみなさんの健康 ・生活・ 財産・権利などを守る
ために置かれている公共機関です。
地域で住むみなさんのさまざまな相談や悩みを聞き、地域
で活動するケアマネジャーと協力しながら安／~＼できる地域、
暮らしゃすい地域づくりを行なっております。

〔伺でもご相談下さい】 ピエt二 内

~＼~唱れt事い‘．”，
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“ 
高齢者のみなさんやその家族、近隣

に暮らす方の介護に関する悩みや相談
事の対応を致します。介護に関する相
談や／~＼配事、悩み以外にち、健康や福

祉、 医療や生活に関することなど、な
んでもご相談ください。

・・.，：.軍事主主・廊担電通z・・・ ・・E詣主魁臨~・・ •.::,e；走三笠局芯~i11>J::P.i民主n・

生活や健康について、図った

ことや心配ことなど、どん主主こ

とでも構いませんので、ご4自歓
ください．

高齢者についての心配ごと、

介揺での疲れや悩みなど、どん

なことでも構いませんので、ご

相続ください。

近所の高齢者に関宮る心配ご

と、気になること怠ど、どんな

ことでも構いませんので、ご4目
駁ください。

【みなさんの権利を守る〕 i 【自立した生活を支援する〕

高齢者のみなさんが安／~＼していきいきと暮ら
すために、みなさんの持っさまざまな権利を守
ります。成年後男制度の利用 ・手続きの支援や、
虐待の早期発見、消費者被害の苅応などを行っ
ております。

要支援1・2と認定された方は、介護保険の介
護予防サービスを利用できます。

※支援や介護が必要となるおそれの高い方や自立
した生活をしている方などは、町がおこなう介護
予防事業を利用できます。

このような各種サービス利用手続きのお手伝い
を行っています。

［暮らしやすい地域を作る〕 r (i由鵬支援センター］
民住 c~.車i保問＼ 高齢者のみなさんが、 住み慣れ ご相談は竹鼻 ・佐藤までP
毒韻 ，、p、た地域で安J~＼して生活をしていけ

a 〕 晶 るよう、町内の関係機関と連携を

金 ' 執り、ネットワーク作りをおこな
（土日・祝日は休み〉社会福祉 －－~－－~ E併会 っています。ケアマネジャーと協

うま人 ／~ t 也 力レ、新たな社会資源の創出に取 ＊窓口 ：保健福祉センター
臥M象徴・M. り組みます。 （町立病院の隣〉
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～みんなで楽しく仲間・健康づくり～

；大老λークラブの役割とは2
現在、少子高齢化の問題が話題に上がっていますが、黒松内町でも同様です。しかし高齢者

が増えている現状がある中、実は老人クラブの会員数は減少しています。高齢者白書が主体

的に活動することが望まれている今、地1去の高齢宣n：＿~）ーさωさ~気jこ過こ、玄！こj基Jー とい
うことが課題としてあげられています。

黒松内町にある6つの老人クラブでは、健康維持のために体や頭の体操、血圧測定、料理教。室を行ったり、パス旅行・カラオケ・ゲートボーjレやパークゴルフといった余暇活動を取り入

れる等、それぞれ工夫し楽しみながら活動しています。老人クラブで集まりみんなとの会話

を楽レむことだけでち｝~＼の元気につながります。

c 

ー老A＿？ヨゴの活動査通＿v~乙ー・！白星某に健康之君気な高齢者が増~~＿！ー積極的に社
念参加玄る高齢査が埠xる！ー玄－ると地域全体が活性j＿~立る＿J_ 

「老人クラブ」の存在は非常に大切な役割を担っています。

；大老λタヨゴ！三Aる！こは2
おおよそ60歳からの加入となっていますが、特に年齢制限はありません。 「自分には

まだ早い」と思う方ちいるかもしれませんが、まだ若いからこそ皆様の力が必要です。

今まで地域の高齢者が築き守り続けてきた活動を今後ち荏続させていくため、たくさんの方

の加入をお待ちしております！

加入申し込みは最寄りの老人クラブ加入者

黒松内地区

松考会

会員34名

または社会福祉協議会（担当：塚本〉まで！

中ノ川地区

きらく会

会員39名

作開地区 ｜ 白井川方面 ｜ 豊幌・歌才 ｜ 大成・東川

作寿会 ｜白寿会｜老寿会 ｜東寿会

会員 13名 会員91名 会員20名 会員32名


